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    16・鋳鐵 に含有す る窒素 定量分析法 に就 て(第3報)
              澤 村 宏,津 田 昌 利
 我 々の本分析技術習得の程度を明 らかとする爲 に,第1表 の如 き日本標準試料(J.9.ド.)のJ:
三の合金鐵を用ひて分析を行つた.此 等の窒素含有量は口鐵,八 幡製鐵所永岡按師の示 された
分析値 を幸にして知 るを得たので,籔 に#借 して此較分析値 を第2表 に示す.
                第    1   表     ●
試料名 陽 舞 聖 撮 努 勢 陽 剃 聖 饗 釧 毘 吻
fe・副 卜 …i・.・,5・1-61 ・.・32i・.12i、■ ・.・2i・9.6・57珊:b・[・.69「 一 一
fert'o-Moj 3.]91・ ・85-・5・1・O.・5・ 一 ・9…4i ・・.・ ・73… …31司 認 ・-3
ferro--rri 16… 旨21-・591 O.・15L-・ ・i叫 ・U 6・8腿 ・49凋 一
 ferro-Vは 『C:0.06%に して比較的分解 は容易 であつて,第2表 に見 る如 く永 岡氏 の分析値 と
殆 ん ど近 似 して居 り,殊 に永岡氏の求めた直 接法 によ るN%と 我 々の測 定値 の和 とは一致 して
居 る.f(rro-MoはC:3.19%にして酸分解 は可成 り困難 であつて,永 岡氏 はTotalN%の みを
直接法 で求 めて居 る.我 々は酸分解3～4hrs.に て,0.002%N,吹 に直接法 に於 て分解完杢 なる
良 い結果 と信 ぜ られ る もの は0.0136%Nで あつて,同 氏 の もの よ りは稽 々高 い値 を示 す,此 れ
の詳細 な實験経過及共操 作は省略す るが,我 々の愼重 な實験 に依 り求 め得 たT.N.最 である事
を併記 し度 い.f苛ffrrG・Tiに 就ては次 十{乏にゆつ る.
 既述 の如 く試 料 を鑛酸,例 へばHClに て溶解 すれば,窒 素は獲生器の水素 にf∫○ 還元 して
ア ンモ ニウム撫 に攣す る.但 し藪 に溶解 す る窒素 は主 として窒化鐡(Fc2N,『FetN・2, IFe5N2,
IFe::N・L), FeN)及 び窒 化 アル ミニウム(AIN)等 である1).例 えば
      Fe.t.N2十10HCI=H2十 斗FeC】2十2NH4Cl
 此 の場合,不 溶性残 渣 中のNはSi. T;. v。 Mo等 の金厨窒化物 として の窒素 と考へ られ る.
試料が鎗鐵 の場合 にはV,Ifoは 殆ん ど皆無 であ るが,輩 干のTiは 存在 す る.(特 に再生婦 、黛)
斯 くの如 き不溶 性痩渣の分解庭 理を卿か楡 討 して見 る.
 1.學 振法  此幾 渣 を6')%IICIO.t-・II2SC)!を 以て分解 す る事 は既 に第1報 に も述 べナこが,
之 は朔 謂,酸 化溶解 であ るが,本 法 がSl, Ti等 の金圏窒化物等 を完全 に分解 し得 るや否 やは
凝問 であ り,特 に4債 の窒 化チ タンの如 き安定 な るものは如何 であ ろ うか.本 法の分解過租 は
先づH2⊆01が 働 き,此 れ によ1)生 成 された もの にHCI()1が 作用す る と推定 して居 る.一
 『H.Ktempf法 所謂Kieldahl法 で あつてイi機化合物 のN定 量法が斯 くの如 き不溶
性残渣 を完全 に分解 す る爲 に1〕cstで あ るとは考へ ζ,れないが,少 く共 〔1〕 よ りはBetterで
あ る事 は我 々の實験値 に依 つて も明 らかであつ て本法 に準標 して,試 料 を鍮鐵 とした場合 に就
き現在 もfll},研 究 中であ る.
 以上,第2,3報 共,新 しい特 殊な分 析法 を稜表 す る如 き性質の もので は無 く,纏 め難 度い報
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 傷ではあるが,III('1可溶主液中q)Nに 關レては共分析値は信用しそ1}る正確 さをイfするカ㍉}IC1
 不溶性幾渣中のNに 就ては究明す可き飴地がある.
  猜,分 解はC含 有景の高いものは難 と思はれ,鋼 は鋳伐 よりも容易に分析 し得 る様であ り,
 不溶性残渣の分解法はHCI()s-II2S"Ol法 よりもK2SO匙 一H2SO1法 がBetterと 考へ られ る次
 第である.
  本研究は澤村研究窒富田昭津君の絡始熱心なる助力を得て行 はれたものであつて,蕪 に厚 く
 御禮巾し上げる.
 1)第4報 に報告の豫定,
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